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（決算日 2015年 3 月18日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ米国バイバック・ファンド
（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし）」は、
このたび、第 ₂ 期の決算を行ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<5624>
<5625>

ダイワ米国
バイバック・ファンド
（為替ヘッジあり／為替ヘッジなし）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 ₅ 年間（₂₀₁₄年 ₃ 月₁₉日～₂₀₁₉年 ₃ 月₁₈日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ米国バイバック・マザー
ファンドの受益証券

ダ イ ワ 米 国
バ イ バ ッ ク・
マザーファンド

米国の金融商品取引所上場および
店頭登録（上場予定および登録予
定を含みます。）の株式および不動
産投資信託証券（不動産投資信託
の受益証券および不動産投資法人
の投資証券をいいます。以下同じ。）

マザーファンド
の運 用 方 法

①主として、米国企業の株式等（※）の中から
バイバック企業（自社株買いに積極的な企業）
に投資することにより、値上がり益の獲得によ
る信託財産の成長をめざします。
　※不動産投資信託証券を含みます。
②ポートフォリオの構築にあたっては、次の方
針で行なうことを基本とします。
　イ ．自社株買いを実施または発表している米

国企業の株式等の中から、時価総額、流動
性等を勘案して投資対象銘柄を選定します。

　ロ ．投資対象銘柄に対し、次の観点で検証・
分析を行ない、組入候補銘柄を選定します。

　　ⅰ ．自社株買いの実施状況や実現可能性、
キャッシュフローおよび財務内容等によ
る資本配分戦略

　　ⅱ ．業績動向、経営方針および株価バリュ
エーション等

　ハ ．組入候補銘柄から、業種や銘柄の分散等
を考慮してポートフォリオを構築します。

③株式等の組入比率は、通常の状態で高位に維
持することを基本とします。
④為替変動リスクを回避するための為替ヘッジ
は原則として行ないません。

※ベビーファンド「為替ヘッジあり」において
は、保有実質外貨建資産について、為替変動リ
スクを低減するため、為替ヘッジを行ないます。

組 入 制 限 ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買
益（評価益を含みます。）等とし、原則として、
基準価額の水準等を勘案して分配金額を決定し
ます。ただし、分配対象額が少額の場合には、
分配を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。



ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

★ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）
■設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 株　　式
組入比率

純 資 産
総　　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日） ₁₀, ₀₈₆ ₁₀₀ ₁. ₉ ₁₀, ₆₉₁ ₆. ₉ ₉₇. ₉ ₅, ₂₇₃ 
₂ 期末（₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日） ₁₀, ₃₉₈ ₁₅₀ ₄. ₆ ₁₁, ₀₇₉ ₃. ₆ ₉₄. ₀ ₄, ₅₉₉ 

（注 ₁ ） 基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） 参考指数は、Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）をもとに、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ

₅₀₀種株価指数（米ドルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有しています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones 
Indices LLC は、同指数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）株式組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。

■当期中の基準価額と市況の推移
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₀₈₆円　期末：₁₀, ₃₉₈円（分配金₁₅₀円）　騰落率：₄. ₆％（分配金込み）
【基準価額の主な変動要因】

米国の株式に投資した結果、米国株の上昇がプラス要因となり、基準価額は値上がりしました。また、為替ヘッジを行
なった結果、為替変動による基準価額への影響は限定的でした。

◆投資環境について
○米国株式市況

米国株式市況は、欧州や中国の景気懸念やエボラ出血熱の感染拡大が嫌気され、調整して始まりました。その後は、堅
調な米国企業業績や、欧州や中国のＰＭＩ（購買担当者景気指数）速報値が市場予想を上回ったことなどを好感し、急速
に値を戻す展開となりました。また、日銀の予想外の追加緩和発表やＥＣＢ（欧州中央銀行）の追加緩和期待なども上昇
要因となりました。₂₀₁₄年₁₂月からは、ギリシャ政局の混迷や原油価格の動向などをめぐり値動きの激しい展開となりま
したが、ＥＣＢによる量的緩和策の発表やロシアとウクライナの停戦再合意、ギリシャ金融支援の延長合意などが好感さ
れ、株価は再び上昇基調となりました。しかし₂₀₁₅年 ₃ 月に入ってからは、急激な米ドル高を背景とした企業業績懸念や
ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利上げ観測などが嫌気され、上昇幅が縮小する展開となりました。

年　　月　　日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（米ドルベース） 株　　式
組入比率

騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率
円 ％  ％ ％

（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日 ₁₀, ₀₈₆ ― ₁₀, ₆₉₁ ― ₉₇. ₉
₉ 月末 ₉, ₈₅₁ △ ₂. ₃ ₁₀, ₅₆₄ △ ₁. ₂ ₉₆. ₇
₁₀月末 ₉, ₇₉₃ △ ₂. ₉ ₁₀, ₆₅₄ △ ₀. ₃ ₉₈. ₁
₁₁月末 ₁₀, ₂₆₉ ₁. ₈ ₁₁, ₀₇₁ ₃. ₆ ₉₇. ₂
₁₂月末 ₁₀, ₄₂₅ ₃. ₄ ₁₁, ₁₆₆ ₄. ₄ ₉₆. ₇

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₀, ₁₇₅ ₀. ₉ ₁₀, ₇₉₆ ₁. ₀ ₉₇. ₄
₂ 月末 ₁₀, ₅₄₅ ₄. ₆ ₁₁, ₂₇₄ ₅. ₅ ₉₆. ₈

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日 ₁₀, ₅₄₈ ₄. ₆ ₁₁, ₀₇₉ ₃. ₆ ₉₄. ₀
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

◆前期における「今後の運用方針」

・株式組入比率
株式の組入比率は、通常の状態で高位に維持することを基本とします。

・ポートフォリオ
自社株買いを実施または発表している企業の中から、自社株買いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび

財務内容などの観点から企業の資本配分戦略を検証するとともに、業績動向、経営方針、株価バリュエーションなどの
分析を行なうことによって魅力的なバイバック企業を選定し、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざしていく
方針です。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

主として、ダイワ米国バイバック・マザーファンドの受益証券を通じて、米国企業の株式等の中からバイバック企業
（自社株買いに積極的な企業）に投資することにより、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざしました。また、
当ファンドでは、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行ないました。

○ダイワ米国バイバック・マザーファンド
ポートフォリオは、おおむね₉₀％以上の株式組入比率を維持しました。セクター別では、雇用・所得環境の改善やガソ

リン安、株高による資産効果などが支援材料となる一般消費財セクターを高位組入れとしました。個別銘柄では、自社株
買い動向や業績見通し、株価バリュエーション等を総合的に勘案して、HOME DEPOT（一般消費財・サービス）、
ALLSTATE（金融）、NORTHROP GRUMMAN（資本財・サービス）、APPLE（情報技術）、LOWE’S（一般消費財・サー
ビス）などを上位組入れとしました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
参考指数は投資対象資産の市場動向を表す代表的な指数として掲載しております。

（％）
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3. 0
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1. 0
0. 5
0. 0

当　期
（2014. 9. 18～2015. 3. 18）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（米ドルベース）
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

◆分配金について
【収益分配金】

当期の ₁ 万口当り分配金（税込み）は₁₅₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₄年 ₉ 月₁₉日
～₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₁₅₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₁. ₄₂
当 期 の 収 益（円） ₁₅₀
当 期 の 収 益 以 外（円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₄₀₂
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₅₇. ₀₈円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₄₀₃. ₇₃
（ｃ）収 益 調 整 金 ₂. ₇₇
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₈₈. ₉₂
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₅₂. ₅₀
（ｆ）分 配 金 ₁₅₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₄₀₂. ₅₀
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、主として、ダイワ米国バイバック・マザーファンドの受益証券を通じて、米国企業の株式等の中からバイバック

企業に投資することにより、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざします。また、当ファンドでは、為替変動リス
クを低減するため、為替ヘッジを行ないます。

○ダイワ米国バイバック・マザーファンド
自社株買いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび財務内容等の観点から企業の資本配分戦略を検証するとと

もに、業績動向、経営方針、株価バリュエーション等の分析を行なうことによって魅力的なバイバック企業を選定していく
方針です。米国株式市場は、ＦＲＢの利上げ観測に対する警戒感などから、短期的には上値の重い動きが想定されますが、
着実な景気回復の足どりが確認されれば、中長期的には上昇基調に回帰するとみています。

4



ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2014年 ₉ 月19日から2015年 ₃ 月18日まで）

項 目 当 期
ダイワ米国バイバック・マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₁₁₁, ₃₅₂, ₉₇₆千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₃₁, ₂₃₈, ₇₀₁千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₃. ₅₆ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2014年 ₉ 月19日から2015年 ₃ 月18日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダ イ ワ 米 国
バ イ バ ッ ク・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₁₅₉, ₁₄₉ ₁₇₇, ₄₀₀ ₁, ₄₇₂, ₇₃₃ ₁, ₇₄₆, ₇₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
当期中における利害関係人との取引はありません。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₉. ₁₉～₂₀₁₅. ₃. ₁₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₈₉円 ₀. ₈₈₃％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₀₆₈円です。

（投信会社）  （₄₃）  （₀. ₄₂₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₃）  （₀. ₄₂₈） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃）  （₀. ₀₂₇） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₂₆   ₀. ₂₅₄   売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式）  （₂₆）  （₀. ₂₅₄） 

有価証券取引税  ₀   ₀. ₀₀₄  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 
その他費用  ₁   ₀. ₀₁₀   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （₁）  （₀. ₀₀₇） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₃） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₀）  （₀. ₀₀₀） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　計  ₁₁₆   ₁. ₁₅₂  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ米国バイバック・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₄, ₉₀₀, ₅₈₅ ₃, ₅₈₇, ₀₀₁ ₄, ₅₉₂, ₀₇₉ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ米国バイバック・マザーファンド ₄, ₅₉₂, ₀₇₉  ₉₅. ₇ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₀₃, ₉₅₇  ₄. ₃ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₄, ₇₉₆, ₀₃₆  ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₃ 月₁₈日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₁. ₃₃円です。

（注 ₃ ） ダイワ米国バイバック・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（₂₆, ₀₄₆, ₃₅₇千円）の投資信託財産総額（₂₆, ₀₅₈, ₈₄₃千円）に対す
る比率は、₁₀₀. ₀% です。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₅, ₂₄₈, ₅₉₀円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₁₇₈, ₅₇₈, ₂₁₄
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁, ₂₂₆, ₆₃₁
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₉, ₃₃₁, ₂₃₄
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂₄₄, ₃₈₄, ₆₆₉
（ｆ）分 配 金 ₆₆, ₃₄₇, ₈₅₃
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₁₇₈, ₀₃₆, ₈₁₆
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₄, ₄₂₃, ₁₉₀, ₂₃₆口

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₉ 月₁₉日　至₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 31， 100円

受 取 利 息 ₃₁, ₁₀₀
（Ｂ）有価証券売買損益 248， 3₇₇， 165

売 買 益 ₁, ₂₂₄, ₇₃₆, ₄₁₈
売 買 損 △ ₉₇₆, ₃₅₉, ₂₅₃

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 44， 581， 461
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 203， 826， 804
（Ｅ）前期繰越損益金 39， 331， 234
（Ｆ）追加信託差損益金 △ 846， 980

（配 当 等 相 当 額）（ ₁, ₂₂₆, ₆₃₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₂, ₀₇₃, ₆₁₁）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 242， 311， 058
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 66， 34₇， 853

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 1₇5， 963， 205
追 加 信 託 差 損 益 金 △ ₈₄₆, ₉₈₀

（配 当 等 相 当 額）（ ₁, ₂₂₆, ₆₃₁）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₂, ₀₇₃, ₆₁₁）
分 配 準 備 積 立 金 ₁₇₆, ₈₁₀, ₁₈₅

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 9， 24₇， 56₇， 80₇円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₁₃₆, ₉₅₇, ₂₁₁  
ダ イ ワ 米 国 バ イ バ ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₄, ₅₉₂, ₀₇₉, ₃₃₆  

未 収 入 金 ₄, ₅₁₈, ₅₃₁, ₂₆₀  
（Ｂ）負 債 4， 648， 414， 366  

未 払 金 ₄, ₅₃₆, ₉₉₄, ₀₀₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₆₆, ₃₄₇, ₈₅₃  
未 払 解 約 金 ₅₁₂, ₆₅₂  
未 払 信 託 報 酬 ₄₄, ₄₂₅, ₃₁₈  
そ の 他 未 払 費 用 ₁₃₄, ₅₄₃  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 4， 599， 153， 441  
元 本 ₄, ₄₂₃, ₁₉₀, ₂₃₆  
次 期 繰 越 損 益 金 ₁₇₅, ₉₆₃, ₂₀₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 4， 423， 190， 236口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10， 398円

＊ 期首における元本額は₅, ₂₂₈, ₃₁₈, ₄₂₃円、当期中における追加設定元本額は
₁₂₃, ₆₀₄, ₁₄₈円、同解約元本額は₉₂₈, ₇₃₂, ₃₃₅円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₃₉₈円です。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 150円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、 ₃ 月₁₈日現在の基準価額（ ₁ 万口当り₁₀, ₃₉₈円）に基づいて自動的に再投資
いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

★ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）
■設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（円換算） 株　　式
組入比率

純 資 産
総　　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日） ₁₀, ₅₃₅ ₂₅₀ ₇. ₉ ₁₁, ₄₃₆ ₁₄. ₄ ₉₆. ₅ ₃₀, ₃₉₅ 
₂ 期末（₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日） ₁₁, ₅₆₉ ₇₀₀ ₁₆. ₅ ₁₃, ₂₅₃ ₁₅. ₉ ₉₄. ₀ ₂₀, ₀₃₇ 

（注 ₁ ） 基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（円換算）は、Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）をもとに円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資

信託が計算したものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）の所有権およびその他一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有
しています。Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC は、同指数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる者に対しても責任を負うものではありませ
ん。

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）株式組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。

■当期中の基準価額と市況の推移
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₅₃₅円　期末：₁₁, ₅₆₉円（分配金₇₀₀円）　騰落率：₁₆. ₅％（分配金込み）
【基準価額の主な変動要因】

米国の株式に投資した結果、米国株の上昇がプラス要因となり、基準価額は値上がりしました。また、為替でも米ドル高
円安となったことから、プラス要因となりました。

◆投資環境について
○米国株式市況

米国株式市況は、欧州や中国の景気懸念やエボラ出血熱の感染拡大が嫌気され、調整して始まりました。その後は、堅
調な米国企業業績や、欧州や中国のＰＭＩ（購買担当者景気指数）速報値が市場予想を上回ったことなどを好感し、急速
に値を戻す展開となりました。また、日銀の予想外の追加緩和発表やＥＣＢ（欧州中央銀行）の追加緩和期待なども上昇
要因となりました。₂₀₁₄年₁₂月からは、ギリシャ政局の混迷や原油価格の動向などをめぐり値動きの激しい展開となりま
したが、ＥＣＢによる量的緩和策の発表やロシアとウクライナの停戦再合意、ギリシャ金融支援の延長合意などが好感さ
れ、株価は再び上昇基調となりました。しかし₂₀₁₅年 ₃ 月に入ってからは、急激な米ドル高を背景とした企業業績懸念や
ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の利上げ観測などが嫌気され、上昇幅が縮小する展開となりました。

年　　月　　日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数（円換算） 株　　式

組入比率騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率
円 ％  ％ ％

（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日 ₁₀, ₅₃₅ ― ₁₁, ₄₃₆ ― ₉₆. ₅
₉ 月末 ₁₀, ₃₈₂ △ ₁. ₅ ₁₁, ₃₉₉ △ ₀. ₃ ₉₆. ₆
₁₀月末 ₁₀, ₂₉₄ △ ₂. ₃ ₁₁, ₄₈₅ ₀. ₄ ₉₇. ₀
₁₁月末 ₁₁, ₆₅₁ ₁₀. ₆ ₁₂, ₉₀₅ ₁₂. ₈ ₉₇. ₂
₁₂月末 ₁₂, ₀₅₂ ₁₄. ₄ ₁₃, ₂₇₁ ₁₆. ₀ ₉₆. ₅

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₁, ₅₃₅ ₉. ₅ ₁₂, ₅₈₆ ₁₀. ₁ ₉₇. ₁
₂ 月末 ₁₂, ₀₆₀ ₁₄. ₅ ₁₃, ₂₅₇ ₁₅. ₉ ₉₆. ₆

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日 ₁₂, ₂₆₉ ₁₆. ₅ ₁₃, ₂₅₃ ₁₅. ₉ ₉₄. ₀
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

○為替相場
為替相場は、日銀が₂₀₁₄年₁₀月末に発表した予想外の追加緩和で、特に対米ドルで大幅な円安となりました。対米ドル

で円安幅が拡大した要因としては、ＦＲＢが量的緩和を終了し利上げ開始が視野に入る中、日銀が追加緩和を発表したこ
とから、日米の金融政策スタンスの違いが認識されたことが挙げられます。

◆前期における「今後の運用方針」

・株式組入比率
株式の組入比率は、通常の状態で高位に維持することを基本とします。

・ポートフォリオ
自社株買いを実施または発表している企業の中から、自社株買いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび

財務内容などの観点から企業の資本配分戦略を検証するとともに、業績動向、経営方針、株価バリュエーションなどの
分析を行なうことによって魅力的なバイバック企業を選定し、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざしていく
方針です。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

主として、ダイワ米国バイバック・マザーファンドの受益証券を通じて、米国企業の株式等の中からバイバック企業
（自社株買いに積極的な企業）に投資することにより、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざしました。

○ダイワ米国バイバック・マザーファンド
ポートフォリオは、おおむね₉₀％以上の株式組入比率を維持しました。セクター別では、雇用・所得環境の改善やガソ

リン安、株高による資産効果などが支援材料となる一般消費財セクターを高位組入れとしました。個別銘柄では、自社株
買い動向や業績見通し、株価バリュエーション等を総合的に勘案して、HOME DEPOT（一般消費財・サービス）、
ALLSTATE（金融）、NORTHROP GRUMMAN（資本財・サービス）、APPLE（情報技術）、LOWE’S（一般消費財・サー
ビス）などを上位組入れとしました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
参考指数は投資対象資産の市場動向を表す代表的な指数として掲載しております。

（％）
18. 0
16. 0
14. 0
12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

当　期
（2014. 9. 18～2015. 3. 18）

基準価額
Ｓ＆Ｐ500種株価指数（円換算）
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

◆分配金について
【収益分配金】

当期の ₁ 万口当り分配金（税込み）は₇₀₀円といたしました。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₄年 ₉ 月₁₉日
～₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日

当 期 分 配 金（ 税 込 み ）（円） ₇₀₀
対 基 準 価 額 比 率（％） ₅. ₇₁
当 期 の 収 益（円） ₇₀₀
当 期 の 収 益 以 外（円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₁, ₅₆₉
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₆₈. ₆₀円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₁, ₆₅₁. ₅₄
（ｃ）収 益 調 整 金 ₃₀. ₂₄
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₅₁₈. ₆₇
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂, ₂₆₉. ₀₈
（ｆ）分 配 金 ₇₀₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₁, ₅₆₉. ₀₈
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
今後も、主として、ダイワ米国バイバック・マザーファンドの受益証券を通じて、米国企業の株式等の中からバイバック

企業に投資することにより、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざします。
○ダイワ米国バイバック・マザーファンド

自社株買いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび財務内容等の観点から企業の資本配分戦略を検証するとと
もに、業績動向、経営方針、株価バリュエーション等の分析を行なうことによって魅力的なバイバック企業を選定していく
方針です。米国株式市場は、ＦＲＢの利上げ観測に対する警戒感などから、短期的には上値の重い動きが想定されますが、
着実な景気回復の足どりが確認されれば、中長期的には上昇基調に回帰するとみています。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2014年 ₉ 月19日から2015年 ₃ 月18日まで）

項 目 当 期
ダイワ米国バイバック・マザーファンド

（ａ）期 中 の 株 式 売 買 金 額 ₁₁₁, ₃₅₂, ₉₇₆千円 

（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 ₃₁, ₂₃₈, ₇₀₁千円 

（ｃ）売 買 高 比 率 （ａ）／（ｂ） ₃. ₅₆ 
（注 ₁ ）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2014年 ₉ 月19日から2015年 ₃ 月18日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダ イ ワ 米 国
バ イ バ ッ ク・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₄₁₀, ₁₅₃ ₄₂₃, ₀₀₀ ₁₂, ₆₄₃, ₄₄₆ ₁₅, ₁₃₇, ₇₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ米国バイバック・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₂₇, ₈₅₅, ₉₁₀ ₁₅, ₆₂₂, ₆₁₇ ₂₀, ₀₀₀, ₀₇₄ 

（注）単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₉. ₁₉～₂₀₁₅. ₃. ₁₈）
金　額 比　率

信託報酬  ₉₉円 ₀. ₈₈₃％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₁, ₂₂₄円です。

（投信会社）  （₄₈）  （₀. ₄₂₈） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₈）  （₀. ₄₂₈） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃）  （₀. ₀₂₇） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₂₇   ₀. ₂₄₃   売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式）  （₂₇）  （₀. ₂₄₃） 

有価証券取引税  ₀   ₀. ₀₀₄  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 
その他費用  ₁   ₀. ₀₀₉   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （₁）  （₀. ₀₀₇） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₃） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₁₂₈   ₁. ₁₄₀  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。

12



ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ米国バイバック・マザーファンド ₂₀, ₀₀₀, ₀₇₄  ₉₂. ₄ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁, ₆₅₀, ₈₁₇  ₇. ₆ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂₁, ₆₅₀, ₈₉₂  ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₃ 月₁₈日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₁. ₃₃円です。

（注 ₃ ） ダイワ米国バイバック・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（₂₆, ₀₄₆, ₃₅₇千円）の投資信託財産総額（₂₆, ₀₅₈, ₈₄₃千円）に対す
る比率は、₁₀₀. ₀% です。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₁₈, ₈₃₂, ₃₆₁円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₂, ₈₆₀, ₄₈₃, ₂₀₁
（ｃ）収 益 調 整 金 ₅₂, ₃₉₂, ₁₇₃
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₈₉₈, ₃₅₀, ₀₇₂
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₃, ₉₃₀, ₀₅₇, ₈₀₇
（ｆ）分 配 金 ₁, ₂₁₂, ₄₀₃, ₂₁₉
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₂, ₇₁₇, ₆₅₄, ₅₈₈
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁₇, ₃₂₀, ₀₄₅, ₉₉₇口

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₉ 月₁₉日　至₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 35， 285円

受 取 利 息 ₃₅, ₂₈₅
（Ｂ）有価証券売買損益 3， 215， 292， 4₇2

売 買 益 ₄, ₂₆₃, ₈₂₂, ₆₁₅
売 買 損 △ ₁, ₀₄₈, ₅₃₀, ₁₄₃

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 236， 012， 195
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 2， 9₇9， 315， 562
（Ｅ）前期繰越損益金 898， 350， 0₇2
（Ｆ）追加信託差損益金 52， 392， 1₇3

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₁, ₁₂₆, ₇₆₄）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₁₁, ₂₆₅, ₄₀₉）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 3， 930， 05₇， 80₇
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 1， 212， 403， 219

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 2， ₇1₇， 654， 588
追 加 信 託 差 損 益 金 ₅₂, ₃₉₂, ₁₇₃

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₁, ₁₂₆, ₇₆₄）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₁₁, ₂₆₅, ₄₀₉）
分 配 準 備 積 立 金 ₂, ₆₆₅, ₂₆₂, ₄₁₅

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 21， 650， 892， 354円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₂₅₀, ₉₁₇, ₇₀₅  
ダ イ ワ 米 国 バ イ バ ッ ク・
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₂₀, ₀₀₀, ₀₇₄, ₆₄₉  

未 収 入 金 ₁, ₃₉₉, ₉₀₀, ₀₀₀  
（Ｂ）負 債 1， 613， 191， ₇69  

未 払 収 益 分 配 金 ₁, ₂₁₂, ₄₀₃, ₂₁₉  
未 払 解 約 金 ₁₆₄, ₇₇₆, ₃₅₅  
未 払 信 託 報 酬 ₂₃₅, ₂₉₉, ₂₆₃  
そ の 他 未 払 費 用 ₇₁₂, ₉₃₂  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 20， 03₇， ₇00， 585  
元 本 ₁₇, ₃₂₀, ₀₄₅, ₉₉₇  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂, ₇₁₇, ₆₅₄, ₅₈₈  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1₇， 320， 045， 99₇口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11， 569円

＊ 期首における元本額は₂₈, ₈₅₁, ₁₅₉, ₅₁₅円、当期中における追加設定元本額は
₁, ₁₁₁, ₆₃₃, ₇₈₇円、同解約元本額は₁₂, ₆₄₂, ₇₄₇, ₃₀₅円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₅₆₉円です。
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ダイワ米国バイバック・ファンド（為替ヘッジなし）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 ₇00円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、 ₃ 月₁₈日現在の基準価額（ ₁ 万口当り₁₁, ₅₆₉円）に基づいて自動的に再投資
いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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ダイワ米国バイバック・マザーファンド
運用報告書　第 2 期　（決算日　2015年 3 月18日）

（計算期間　2014年 ₉ 月₁₉日～2015年 ₃ 月₁₈日）

　ダイワ米国バイバック・マザーファンドの第 ₂ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
米国の金融商品取引所上場および店頭登録（上場予定および店頭登録予定を含みます。）の株
式および不動産投資信託証券（不動産投資信託の受益証券および不動産投資法人の投資証券を
いいます。以下同じ。）

運 用 方 法

①主として、米国企業の株式等（※）の中からバイバック企業（自社株買いに積極的な企業）
に投資することにより、値上がり益の獲得による信託財産の成長をめざします。
　※不動産投資信託証券を含みます。
②ポートフォリオの構築にあたっては、次の方針で行なうことを基本とします。
　イ ．自社株買いを実施または発表している米国企業の株式等の中から、時価総額、流動性等

を勘案して投資対象銘柄を選定します。
　ロ ．投資対象銘柄に対し、次の観点で検証・分析を行ない、組入候補銘柄を選定します。
　　ⅰ ．自社株買いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび財務内容等による資本

配分戦略
　　ⅱ ．業績動向、経営方針および株価バリュエーション等
　ハ ．組入候補銘柄から、業種や銘柄の分散等を考慮してポートフォリオを構築します。
③株式等の組入比率は、通常の状態で高位に維持することを基本とします。
④為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ米国バイバック・マザーファンド

■当期中の基準価額と市況の推移

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₈₈₆円　期末：₁₂, ₈₀₂円　騰落率：₁₇. ₆％
【基準価額の主な変動要因】

米国の株式に投資した結果、米国株の上昇がプラス要因となり、基
準価額は値上がりしました。また、為替でも米ドル高円安となったこ
とから、プラス要因となりました。

◆投資環境について
○米国株式市況

米国株式市況は、欧州や中国の景気懸念やエボラ出血熱の感染拡
大が嫌気され、調整して始まりました。その後は、堅調な米国企業
業績や、欧州や中国のＰＭＩ（購買担当者景気指数）速報値が市場
予想を上回ったことなどを好感し、急速に値を戻す展開となりまし
た。また、日銀の予想外の追加緩和発表やＥＣＢ（欧州中央銀行）

年 　月 　日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ500種株価指数

（円換算）
株　式
組　入
比　率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日 ₁₀, ₈₈₆ ― ₁₁, ₄₃₆ ― ₉₆. ₈

₉ 月末 ₁₀, ₇₃₄ △ ₁. ₄ ₁₁, ₃₉₉ △ ₀. ₃ ₉₆. ₈
₁₀月末 ₁₀, ₆₅₈ △ ₂. ₁ ₁₁, ₄₈₅ ₀. ₄ ₉₇. ₁
₁₁月末 ₁₂, ₀₈₀ ₁₁. ₀ ₁₂, ₉₀₅ ₁₂. ₈ ₉₇. ₂
₁₂月末 ₁₂, ₅₁₆ ₁₅. ₀ ₁₃, ₂₇₁ ₁₆. ₀ ₉₆. ₄

₂₀₁₅年 ₁ 月末 ₁₁, ₉₉₈ ₁₀. ₂ ₁₂, ₅₈₆ ₁₀. ₁ ₉₇. ₁
₂ 月末 ₁₂, ₅₆₁ ₁₅. ₄ ₁₃, ₂₅₇ ₁₅. ₉ ₉₆. ₆

（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日 ₁₂, ₈₀₂ ₁₇. ₆ ₁₃, ₂₅₃ ₁₅. ₉ ₉₄. ₂
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（円換算）は、Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）

をもとに円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算し
たものです。Ｓ＆Ｐ₅₀₀種株価指数（米ドルベース）の所有権およびその他
一切の権利は、Ｓ＆Ｐ Dow Jones Indices LLC が有しています。Ｓ＆Ｐ 
Dow Jones Indices LLC は、同指数の算出にかかる誤謬等に関し、いかなる
者に対しても責任を負うものではありません。

（注 ₃ ） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用し
ています。

の追加緩和期待なども上昇要因となりました。₂₀₁₄年₁₂月からは、
ギリシャ政局の混迷や原油価格の動向などをめぐり値動きの激しい
展開となりましたが、ＥＣＢによる量的緩和策の発表やロシアとウ
クライナの停戦再合意、ギリシャ金融支援の延長合意などが好感さ
れ、株価は再び上昇基調となりました。しかし₂₀₁₅年 ₃ 月に入って
からは、急激な米ドル高を背景とした企業業績懸念やＦＲＢ（米国
連邦準備制度理事会）の利上げ観測などが嫌気され、上昇幅が縮小
する展開となりました。

○為替相場
為替相場は、日銀が₂₀₁₄年₁₀月末に発表した予想外の追加緩和

で、特に対米ドルで大幅な円安となりました。対米ドルで円安幅が
拡大した要因としては、ＦＲＢが量的緩和を終了し利上げ開始が視
野に入る中、日銀が追加緩和を発表したことから、日米の金融政策
スタンスの違いが認識されたことが挙げられます。

◆前期における「今後の運用方針」
・株式組入比率

株式の組入比率は、通常の状態で高位に維持することを基本と
します。

・ポートフォリオ
自社株買いを実施または発表している企業の中から、自社株買

いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび財務内容な
どの観点から企業の資本配分戦略を検証するとともに、業績動
向、経営方針、株価バリュエーションなどの分析を行なうことに
よって魅力的なバイバック企業を選定し、値上がり益の獲得によ
る信託財産の成長をめざしていく方針です。

◆ポートフォリオについて
ポートフォリオは、おおむね₉₀％以上の株式組入比率を維持しまし

た。セクター別では、雇用・所得環境の改善やガソリン安、株高によ
る資産効果などが支援材料となる一般消費財セクターを高位組入れと
しました。個別銘柄では、自社株買い動向や業績見通し、株価バリュ
エーション等を総合的に勘案して、HOME DEPOT（一般消費財・
サービス）、ALLSTATE（金融）、NORTHROP GRUMMAN（資本財・
サービス）、APPLE（情報技術）、LOWE’S（一般消費財・サービス）
などを上位組入れとしました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け

ておりません。
当ファンドの当期の基準価額と参考指数の騰落率は、それぞれ

₁₇. ₆％、₁₅. ₉％となりました。
参考指数は投資対象資産の市場動向を表す代表的な指数として掲載

しております。

《今後の運用方針》
　自社株買いの実施状況や実現可能性、キャッシュフローおよび財務内
容等の観点から企業の資本配分戦略を検証するとともに、業績動向、経
営方針、株価バリュエーション等の分析を行なうことによって魅力的な
バイバック企業を選定していく方針です。米国株式市場は、ＦＲＢの利
上げ観測に対する警戒感などから、短期的には上値の重い動きが想定さ
れますが、着実な景気回復の足どりが確認されれば、中長期的には上昇
基調に回帰するとみています。

14, 000

13, 000

12, 000

11, 000

10, 000

9, 000

8, 000

（円）

期　首
（2014. 9. 18）

期　末
（2015. 3. 18）

基準価額
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ダイワ米国バイバック・マザーファンド

■売買および取引の状況
株　　　式

（₂₀₁₄年 ₉ 月19日から₂₀₁₅年 ₃ 月18日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額
外 

国

百株 千アメリカ・ドル 百株 千アメリカ・ドル

アメリカ ₅₈, ₄₁₅ ₄₀₈, ₆₂₃ ₈₃, ₇₇₁. ₈₇ ₅₄₅, ₇₃₀ 
（ ―） （ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 28円
（株式） （ 28） 

有価証券取引税 1
（株式） （ 1） 

その他費用 1
（保管費用） （ 1） 

合　　　　　　　計 30
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 ₂ ） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（₂₀₁₄年 ₉ 月19日から₂₀₁₅年 ₃ 月18日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
APPLE INC（アメリカ）  ₁₈₄  ₂, ₄₀₆, ₆₁₉  ₁₃, ₀₇₉  ORACLE CORP（アメリカ）  ₆₂₅  ₂, ₉₈₄, ₂₈₆  ₄, ₇₇₄ 
SKYWORKS SOLUTIONS INC（アメリカ）  ₂₅₅  ₁, ₈₄₈, ₃₃₉  ₇, ₂₄₈  DISCOVER FINANCIAL SERVICES（アメリカ）  ₂₉₁  ₂, ₁₇₅, ₄₈₉  ₇, ₄₇₅ 
ORACLE CORP（アメリカ）  ₃₅₅  ₁, ₈₄₁, ₅₁₃  ₅, ₁₈₇  HALLIBURTON CO（アメリカ）  ₃₅₄. ₄  ₁, ₉₉₇, ₆₃₅  ₅, ₆₃₆ 
KROGER CO（アメリカ）  ₂₄₀  ₁, ₅₅₇, ₅₃₈  ₆, ₄₈₉  MACY’S INC（アメリカ）  ₂₈₉. ₆  ₁, ₉₄₀, ₄₈₀  ₆, ₇₀₀ 
WASTE MANAGEMENT INC（アメリカ）  ₂₂₀  ₁, ₃₇₅, ₂₉₄  ₆, ₂₅₁  VIACOM INC-CLASS B（アメリカ）  ₂₂₆. ₃  ₁, ₉₁₄, ₆₇₁  ₈, ₄₆₀ 
ALLSTATE CORP（アメリカ）  ₁₆₃  ₁, ₃₄₇, ₀₁₉  ₈, ₂₆₃  AMERIPRISE FINANCIAL INC（アメリカ）  ₁₂₆. ₄  ₁, ₉₀₃, ₁₃₅  ₁₅, ₀₅₆ 
UNITEDHEALTH GROUP INC（アメリカ）  ₁₀₉  ₁, ₃₄₆, ₇₅₁  ₁₂, ₃₅₅  HOME DEPOT INC（アメリカ）  ₁₅₄  ₁, ₉₀₃, ₁₂₄  ₁₂, ₃₅₇ 
ALTRIA GROUP INC（アメリカ）  ₁₉₀  ₁, ₁₇₀, ₆₇₁  ₆, ₁₆₁  SOUTHWEST AIRLINES CO（アメリカ）  ₃₇₀  ₁, ₆₂₆, ₆₆₃  ₄, ₃₉₆ 
BOEING CO/THE（アメリカ）  ₆₂  ₁, ₁₆₆, ₂₉₄  ₁₈, ₈₁₁  MARRIOTT INTERNATIONAL -CL A（アメリカ）  ₂₂₀. ₄  ₁, ₅₈₀, ₄₅₂  ₇, ₁₇₀ 
INTUIT INC（アメリカ）  ₁₀₉  ₁, ₁₅₇, ₇₇₇  ₁₀, ₆₂₁  MOODY’S CORP（アメリカ）  ₁₂₅. ₇  ₁, ₄₆₆, ₉₀₁  ₁₁, ₆₆₉ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
外 国 株 式

銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

百株 百株 千アメリカ・ドル 千円 
（アメリカ）
FIDELITY NATIONAL INFORMATIO ₁, ₄₂₀ ₁, ₃₅₀ ₈, ₉₅₇ ₁, ₀₈₆, ₇₈₃ 情報技術
AUTOZONE INC ₆₅ ₆₀ ₃, ₉₇₃ ₄₈₂, ₀₅₃ 一般消費財・サービス
MOODY'S CORP ₁, ₂₅₇ ― ― ― 金融
HESS CORP ― ₂₄₀ ₁, ₆₄₄ ₁₉₉, ₅₅₃ エネルギー
APPLE INC ― ₈₃₆ ₁₀, ₆₂₀ ₁, ₂₈₈, ₅₉₀ 情報技術
DISCOVER FINANCIAL SERVICES ₂, ₉₁₀ ― ― ― 金融
BOEING CO/THE ― ₅₇₀ ₈, ₈₀₇ ₁, ₀₆₈, ₅₆₁ 資本財・サービス
AMERIPRISE FINANCIAL INC ₁, ₂₆₄ ― ― ― 金融
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銘　　　　　　　　　　　柄
期　　首 当 期 末

業 種 等株　　数 株　　数 評 価 額
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

百株 百株 千アメリカ・ドル 千円 
ICONIX BRAND GROUP INC ₂, ₉₅₃ ― ― ― 一般消費財・サービス
GLOBAL PAYMENTS INC ₃₈₉. ₈₇ ― ― ― 情報技術
TIME WARNER INC ₂₀₀ ₆₇₀ ₅, ₇₄₅ ₆₉₇, ₁₅₂ 一般消費財・サービス
SIX FLAGS ENTERTAINMENT CORP ₆₃₉ ― ― ― 一般消費財・サービス
CSX CORP ― ₃₅₀ ₁, ₂₁₂ ₁₄₇, ₀₅₈ 資本財・サービス
AMERISOURCEBERGEN CORP ₁, ₁₇₈ ₈₈₈ ₉, ₇₉₉ ₁, ₁₈₉, ₀₃₀ ヘルスケア
MACY’S INC ₂, ₄₉₆ ― ― ― 一般消費財・サービス
HALLIBURTON CO ₃, ₃₄₄ ₂₇₀ ₁, ₀₈₇ ₁₃₁, ₉₅₃ エネルギー
HOME DEPOT INC ₁, ₈₀₀ ₁, ₂₇₀ ₁₄, ₆₇₈ ₁, ₇₈₀, ₉₆₁ 一般消費財・サービス
KROGER CO ― ₁, ₀₅₀ ₇, ₉₈₀ ₉₆₈, ₂₁₃ 生活必需品
LOWE’S COS INC ₁, ₂₀₀ ₁, ₃₇₀ ₁₀, ₂₁₆ ₁, ₂₃₉, ₅₁₈ 一般消費財・サービス
PHILLIPS ₆₆ ― ₄₂₃ ₃, ₂₁₂ ₃₈₉, ₇₉₅ エネルギー
MYLAN NV ₅₈₂ ― ― ― ヘルスケア
MARRIOTT INTERNATIONAL -CL A ₂, ₄₂₁ ₂₁₇ ₁, ₇₈₈ ₂₁₇, ₀₅₃ 一般消費財・サービス
NORTHROP GRUMMAN CORP ₇₆₃ ₆₆₃ ₁₀, ₆₈₄ ₁, ₂₉₆, ₃₉₉ 資本財・サービス
O’REILLY AUTOMOTIVE INC ― ₈₃ ₁, ₇₇₆ ₂₁₅, ₅₄₆ 一般消費財・サービス
SANDISK CORP ₄₄₀ ― ― ― 情報技術
SOUTHWEST AIRLINES CO ₁, ₉₀₀ ― ― ― 資本財・サービス
SHERWIN-WILLIAMS CO/THE ― ₁₄₀ ₄, ₀₀₄ ₄₈₅, ₈₉₀ 素材
TIME WARNER CABLE ₈₀₀ ― ― ― 一般消費財・サービス
UNION PACIFIC CORP ₅₆₄ ― ― ― 資本財・サービス
MARATHON PETROLEUM CORP ― ₂₂₀ ₂, ₁₅₀ ₂₆₀, ₈₉₃ エネルギー
UNITEDHEALTH GROUP INC ― ₈₁₀ ₉, ₅₂₅ ₁, ₁₅₅, ₇₄₁ ヘルスケア
VERISIGN INC ₉₂₀ ― ― ― 情報技術
WALT DISNEY CO/THE ₇₅₀ ₈₆₀ ₉, ₁₉₈ ₁, ₁₁₆, ₀₆₁ 一般消費財・サービス
FOOT LOCKER INC ₁, ₀₀₀ ― ― ― 一般消費財・サービス
WASTE MANAGEMENT INC ― ₁, ₇₅₇ ₉, ₅₇₀ ₁, ₁₆₁, ₁₇₄ 資本財・サービス
TRINITY INDUSTRIES INC ₃₅₀ ― ― ― 資本財・サービス
ORACLE CORP ₂, ₇₀₀ ― ― ― 情報技術
OSHKOSH CORP ₅₁₈ ― ― ― 資本財・サービス
AMERICAN INTERNATIONAL GROUP ― ₆₀₀ ₃, ₃₄₈ ₄₀₆, ₂₁₂ 金融
SKYWORKS SOLUTIONS INC ― ₉₇₀ ₉, ₄₃₉ ₁, ₁₄₅, ₂₄₂ 情報技術
CONSTELLATION BRANDS INC-A ― ₁₀₀ ₁, ₁₅₄ ₁₄₀, ₁₂₄ 生活必需品
ST JUDE MEDICAL INC ₇₉₈ ― ― ― ヘルスケア
STATE STREET CORP ₆₅₀ ― ― ― 金融
FEDEX CORP ₃₈₀ ― ― ― 資本財・サービス
CINTAS CORP ― ₁₅₀ ₁, ₂₇₈ ₁₅₅, ₁₆₈ 資本財・サービス
CLOROX COMPANY ― ₁₅₀ ₁, ₆₃₅ ₁₉₈, ₄₂₉ 生活必需品
CVS HEALTH CORP ₁, ₀₀₅ ₇₂₅ ₇, ₄₆₈ ₉₀₆, ₂₀₇ 生活必需品
BLACKROCK INC ― ₁₄₅ ₅, ₄₂₆ ₆₅₈, ₄₃₀ 金融
APACHE CORP ― ₃₁₀ ₁, ₈₃₁ ₂₂₂, ₂₅₁ エネルギー
ALLSTATE CORP ― ₁, ₆₃₀ ₁₁, ₄₀₆ ₁, ₃₈₃, ₉₇₉ 金融
ELECTRONICS FOR IMAGING ₇₅₀ ― ― ― 情報技術
YAHOO! INC ₁, ₉₈₁ ₇₃₁ ₃, ₂₀₀ ₃₈₈, ₃₃₈ 情報技術
LEAR CORP ₈₇₀ ― ― ― 一般消費財・サービス
STARBUCKS CORP ― ₃₄₀ ₃, ₂₀₉ ₃₈₉, ₃₅₈ 一般消費財・サービス
BALL CORP ₅₆₅ ― ― ― 素材
CBS CORP-CLASS B NON VOTING ₁, ₆₁₉ ₄₂₀ ₂, ₅₉₄ ₃₁₄, ₇₇₁ 一般消費財・サービス
VIACOM INC-CLASS B ₂, ₁₉₃ ₃₃₀ ₂, ₂₇₀ ₂₇₅, ₄₆₇ 一般消費財・サービス
VISTEON CORP ₄₂₀ ― ― ― 一般消費財・サービス

フ ァ ン ド 合 計 株　数、金　額 ₄₆, ₀₅₄. ₈₇ ₂₀, ₆₉₈ ₁₉₀, ₉₀₀  ₂₃, ₁₆₁, ₉₆₈ 
銘柄数＜比率＞ ₃₈ 銘柄 ₃₄ 銘柄 ＜₉₄. ₂％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）＜　＞は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株         式 ₂₃, ₁₆₁, ₉₆₈ ₈₈. ₉ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂, ₈₉₆, ₈₇₄ ₁₁. ₁ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂₆, ₀₅₈, ₈₄₃ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₃ 月₁₈日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₁. ₃₃円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₂₆, ₀₄₆, ₃₅₇千円）の投資信託財産総額
（₂₆, ₀₅₈, ₈₄₃千円）に対する比率は、₁₀₀. ₀% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 2₇, 636, 003, 091円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₁, ₃₂₉, ₉₃₂, ₈₅₀  
株 式（評価額） ₂₃, ₁₆₁, ₉₆₈, ₂₈₁  
未 収 入 金 ₃, ₀₉₉, ₉₉₆, ₂₀₀  
未 収 配 当 金 ₄₄, ₁₀₅, ₇₆₀  

（Ｂ）負 債 3, 044, 060, 000  
未 払 金 ₁, ₅₇₇, ₁₆₀, ₀₀₀  
未 払 解 約 金 ₁, ₄₆₆, ₉₀₀, ₀₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 24, 591, 943, 091  
元 本 ₁₉, ₂₀₉, ₆₁₈, ₇₉₉  
次 期 繰 越 損 益 金 ₅, ₃₈₂, ₃₂₄, ₂₉₂  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 19, 209, 618, ₇99口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 802円

＊ 期首における元本額は₃₂, ₇₅₆, ₄₉₆, ₄₃₄円、当期中における追加設定元本額は
₅₆₉, ₃₀₃, ₁₉₁円、同解約元本額は₁₄, ₁₁₆, ₁₈₀, ₈₂₆円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
米国バイバック・ファンド（為替ヘッジあり）₃, ₅₈₇, ₀₀₁, ₅₁₃円、ダイワ米国バ
イバック・ファンド（為替ヘッジなし）₁₅, ₆₂₂, ₆₁₇, ₂₈₆円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₂, ₈₀₂円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₉ 月₁₉日　至₂₀₁₅年 ₃ 月₁₈日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 210, 824, 815円

受 取 配 当 金 ₂₁₀, ₇₈₅, ₀₉₈  
受 取 利 息 ₃₉, ₇₁₇  

（Ｂ）有価証券売買損益 5, 00₇, 005, 153  
売 買 益 ₈, ₁₅₇, ₃₉₅, ₁₁₇  
売 買 損 △  ₃, ₁₅₀, ₃₈₉, ₉₆₄  

（Ｃ）そ の 他 費 用 △  2, 184, 239  
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 5, 215, 645, ₇29  
（Ｅ）前 期 繰 越 損 益金 2, 903, 800, 928  
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 △  2, ₇68, 219, 1₇4  
（Ｇ）追加信託差損益金 31, 096, 809  
（Ｈ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 5, 382, 324, 292  

次期繰越損益金（Ｈ） 5, 382, 324, 292  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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